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山形西ロータリークラブ会報
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クラブテーマ

「4つのテスト」を実践し ロータリーの価値をたかめよう。

Let's Make The Best Better  前へ！

◆点鐘：佐藤　章夫 会長 ◆ロータリーソング：国歌・蔵王を仰ぐ
◆司会：及川　善大 副 S.A.A. ◆会場：山形グランドホテル

Yamagata West Rotary 第2889回例会 令和２年10月５日（月）

会長：佐藤　章夫　　幹事：遠藤　正明

　皆さんは、こういう言葉を聞いた
ことございますか？「子ども叱るな
来た道だ。年寄り笑うな行く道だ」。　
　私の家では、６歳と２歳の女の子
と、４歳の男の子の孫が同居してい
ます。３人の孫が元気いっぱい毎日、
いたずらとわがままと散らかしぐせ
を発揮しております。これを今のう

ちからしつけて叱って直さないとけいないとは祖父母は考え
ません。ジジババは孫の機嫌取りして、楽しく遊んでいたほ
うがいいのです。だから、ジジババに育てられた子は、わが
ままで甘えん坊になるんだ、と昔から言われてきました。正
に「子ども叱るな来た道」です。
　一方、私自身の老齢化現象は段々、顕著になってまいりま
した。数年前から妻に「背が丸くなって姿勢が悪くなった。
歩く格好も前のめりだ」と言われています。そんなことがあ
るかと強がっておりましたが、街中を歩いていて、ふとショー
ウィンドーのガラスに映った我が姿は、正に指摘された通り
でした。
　私の年来の趣味は、能楽の舞台と芝居です。芝居の始まり
は蹲踞から立ち上がりますが、そのときスッと立つようでな
ければ様になりません。ところが、この所作が、いかにもどっ
こいしょという感じで、体が揺らぐようになりました。これ
は最も恥ずべき姿なので、人前で芝居をすることはやめまし
た。年寄りたちはこんな姿をさらしてきました。それを嘲笑
してはいけない。誰もがいつかは順番に行く道だから。それ
が「年寄り笑うな、行く道だ」です。
　今、ほとんどの子どもたちは、高齢者のいない家庭で育ち
ます。子どもたちの目に触れる大人は、活力に満ちた壮年期
のパパ・ママです。ですから、周囲の大人たちは、みんなそ
うだと思って育つでしょうが、身体の自由がきかなくなって、
自力で動けなくなっていく、こうした人生の末期を身近で見
ないで育って、社会に出てから、老人たちの扱いにはさぞや
戸惑うことでしょう。
　私は町内会長や民生児童委員を経験して、健常者と非健常
者は数の上で、フィフティフィフティであると思うようにな
りました。どんなに健康な人でも、後期高齢者になり、末期
高齢者になり、ついには臨終期高齢者になります。それに伴っ
て、体のあちこちが不用意になり、非健常者になっていく。
これは、異常ではなく、自然の推移なのです。
　老人大国は福祉大国にならざるを得ませんが、その対策を
全部、国や自治体に頼ることは財政上無理です。地域社会で
周囲の温かい眼差しと善意があって、民間ボランティアと民
間の基金で、補填していくことになるでしょう。ロータリー
クラブをこうした文脈で捉えると、その存在と活動の重要性
がますます高まっていくと私は思います。

会長あいさつ　　　　　佐藤　章夫 会長
●転勤により、松原洋さんが山形西ロータリーを去られる
ことになりました。

●新入会員の新しいメンバーがお二方見えております。後
からグッズをお渡ししたいと思います。齋藤毅さんと平
田智則さんです。よろしくお願いします。

●米山奨学生のチャン・ダンさんへ奨学金の授与がござい
ます。先月欠席でしたので、2カ月分となります。

●例会終了後、理事会を開催いたしますので、関係の役員
の方はご出席ください。

●本日、18時 30 分より指名委員会が開催されます。出
席のご返事をいただいている方はお越し下さい。

●今月のロータリーレートは 105円です。

幹事報告　　　　　　　　遠藤　正明 幹事

委員会報告
親睦・家族委員会　　　　　　　　　　 
１．会員の方が７名、奥様が４名、10月に誕生日を迎えら
れます。おめでとうございます。
２．今月の19日、延期になっておりました芋煮会例会が千
歳館さんのほうで開催されます。18時スタートということ
で、皆さまをウェルカムドリンクでお迎えしますので、少し
お時間早めに来られてもですね、楽しんでいただけるような
空間を作っております。
また、出欠の返信を本日締め切らせていただいておりま
す。まだの会員の方は、間違いなく本日まで出欠の返信を
よろしくお願いいたします。

退会者あいさつ

皆さまと「蔵王を仰ぐ」を歌うのも、これ
が最後かなと思うと、とても寂しくなりま
した。このたび10月の弊社の人事をもち
まして、千葉県のほうに転勤することに

なりました。この歴史と伝統のある山形西ロータリークラブで
培った奉仕と親睦の精神を忘れずに、新しい地でも頑張ってい
きたいと思います。6年間、本当にありがとうございました。

松原　　洋  会員



本日出席（10／ 5）
会員総数 出席会員数

99名 65名

〈 10月 5日 〉
佐藤章夫会長／新会員歓迎
斎藤さん、平田さん、入会を歓迎いたします。松原さん、残
念ですがお別れです。新任地でも幸多かれと祈っております。

松原洋さん／6年間の感謝を込めて」
千葉転勤になりました。本日が最後の例会出席となります。
寂しくて仕方がありません。時折山形にも顔を出したいと思
います。その時はお会いできる日を楽しみにしております。
コロナ禍ですので、皆さまご自愛のほどご健勝をお祈りして
おります。6年間ありがとうございます。

長谷川浩二さん／斎藤さん入会熱烈歓迎
恩師、遠藤来二元山寺校長のお孫さんに当たる人物です。

高嶋俊幸さん／松原さんありがとうございました
数少ないサラブレッド好きの松原さんが退会となるのは大変
寂しいですが、千葉にご転勤ということで、そのうち中山競
馬場でお会いしましょう。

五十嵐信さん／第1回ファイヤーサイドミーティング無事終了
先週金曜日に22名の参加を得て、千歳館にて第1回ファイヤー
サイドミーティングを賑々しく開催できました。講師をお務め
いただいた武田周治会員をはじめ、皆さんに感謝しニコニコし
ます。なお、次回は12月に場所を移して開催する予定です。

冨田浩志さん／出羽三山御神体　鏡池清掃
『山形掃除に学ぶ会』が主催で10月３日土曜日、４日日曜
日の２日間、第５回目の出羽三山御神体鏡池清掃を実施させ
ていただきました。日本遺産であり、山形県の誇る名所・旧
跡に微力ながら貢献でき、嬉しく存じました。また、参加者
の方々から喜んでいただき、意義深い活動となりました。

結城和生さん／『おかめ新聞』掲載の件
戸田正宏会員の戸田屋正道菓子店情報誌『おかめ新聞』に取
材を受け、掲載されましたのでニコニコします。御店舗の
益々のご繁栄に協力できたことに感謝いたします。

ニコニコＢＯＸ

新入会員あいさつ

　山形県水の斎藤と申します。このたび
は、歴史と伝統のある山形西ロータリー
クラブに入会させていただきまして、誠

にありがとうございます。1日も早く、一皮も二皮も剥けてい
きたいと思います。何ぶん、何も分からないでございますけれ
ども、何卒ひとつよろしくお願いいたします。

　平田金銀店代表の平田と申します。よ
ろしくお願いいたします。皆さんからの
ご指導・ご鞭撻いただけたらと思って入

会いたしました。わからないことだらけでございますので、皆
さんのご指導よろしくお願いいたします。

斎藤　　毅  会員

平田　智則  会員

米山奨学生卓話

　山形大学のチャン・ダンと申します。皆さん、本日よろしくお
願いいたします。
　今日は、なんで日本に留学しに来たのかと、日本で勉強、体
験して学んだことは何か、日本で一番大事に思っていたいことは
何なのか、3つについてお話したいと思っております。
　まず１つ目は、なんで日本に留学しに来たのかという話につい
て話します。日本に留学決意をしたのは高校生、卒業した時に
ベトナムの国立大学と同時に日本留学プログラムにも合格したと
いうことで、国内で勉強するのって平凡な学生生活しかできなく
て、18歳の時に海外行くのって損はないと思って留学してきまし
た。もともと歴史とか地理に興味を持っていますので、日本につ
いては、印象的には戦争が昔結構強かった国だということと、侍
とサッカー、横浜、東京とか。日常の生活は日本製のものがた
くさんあります。小さい頃初めて日本製の自転車を持ってるんで
す。その時に、日本製のものが理解できなかった。今、高級車
だといってベンツとかレクサス、ベトナムでは20年前はホンダの
スーパーカブが家族としては一番値段が高い財産なんです。私も
スーパーカブは家族で１台乗ってます。
　ベトナムの人や東南アジアの人は、日本製のことを信頼して
る、日本がこういう歴史を持っていて、技術も素晴らしいと思っ
てて、若いうちに、日本留学するなんてほんとにチャレンジなん
ですけども、大変は大変だと思います。留学すると決めた時に
は、日本語が全然分からなかったんですけど、半年間で、ベトナ
ムで基本的な日本語しか勉強できてなくて、日本に３月14日に
来て、初めて飛行機に乗って、パッとホーチミンから東京の成田
に着きました。今でも忘れてなくて、空気は、３月でちょっと寒
かったです。清潔で、きれいだなという印象が今残っています。
　日本に来て、アルバイトをしながら日本語学校、新聞配達をやっ
てきました。新聞配達から勉強したことが、たくさんありました。
朝１時半ぐらいに起きて、仕事終わるのは大体６時頃、ちょっと寝
て、８時に渋谷にある日本語学校に通ってました。１日の朝、お
客さんの新聞は大体350枚。お客さんの名前を覚えると、漢字は
350人の読み方が読めるようになりました。毎月順路帳というのが
あって、分かんない漢字は、まあ書けるようになった。ほかの留学
生よりは、漢字書くのって私自信があります。漢字に基づいて新聞
も読めるようになって、大学も工学部へ行きました。そういったよ
うな経験を、今まで体験できたことは、また展開が発生してます。
　東京日本語学校を卒業して、新聞配達をやめて、コンビニで
バイトをやってきました。コンビニのアルバイトは、たくさんの人
が出会うことができます。普通の中学校卒業する人と社長の人
まで、いろんな人とお会いできて、やっぱり印象的なのは、年を
とってる人は、大体「よろしくお願いします」ってよく言うんです。
逆に若い子はそういうことはあんまり言わないなって。結構の人と
お会いすることができて、日本の社会は面白いなと思ってます。
　また、山形大学に編入してみると、皆さんと先生方の働き方と
か、皆さんの話し合いを伺うことができ、今感動することは、こ
んな大事な時間を、私に与えて話を聞いてくれるということは、
ほんとに感謝いたします。今皆さんと大学の先生と話をして、
やっぱり人間性をすごく感じることがあります。
　一番勉強になったことは、「やめない」ということと、人間を大切
にすることを学んだことだと思っております。学生生活ももう少し
ですけれども、今まで勉強したことを活かして、社会人の生活も
また楽しみにしてます。ロータリークラブで勉強したことを活かし
て頑張っていきたいなと思っております。ありがとうございました。

チャン・ダン 氏

「今、大切な事」

山形大学生


